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• 
報告別講評

• 

の可能性をおおいに示唆した。Psychometrician

としてテストのこのような心理学的アプロ ー チの

将来性に私もおおいに期待している。

一

小池生夫

CAN-DOリストと
CAN-DO Check Sheetの導入が
高校生英語学習者の自己胴整学習と

英語力向上に及ぼす効果

1研究者：津田敦子】

こ の論文は， 自分た ちでCAN-DOリストや

CAN-DO Check Sheetを作成し，それを授業に導

入して高校生の英語学習者の自己調整学習と英語

力向上に取り組んだ教師の奮闘物語である。私は

教師の工夫と生徒たちの努力が意外な効果をもた

らしたことに研究上の興味を禁じえない。それは

当然の帰結でもあった。まことに貴重な研究成果

報告である。

実は指導 にあたった私自身，途中でうまくい

くのかハラハラした。しかし，最後に得たことは，

「勝者はしずかにほほ笑む」であった。

CAN-DOリストとCAN-DO Check Sheetは，

本研究の前提として自ら作ってあり，それに慣れ

ていることがうまくいく前提となっていた。そ

れ故に一 歩進んで深くつっこんで，指導効果と測

定の予想がつき，測定ができた。これを第 一の効

果としなければならない。

この研究者はベテランである。この2つの道具

を利用して，生徒の「自己批判の厳しさ」 を発見

し，それを打ち破る教師の指導の努力を引き出し

たのである。一学期には，成績が落ち，生徒の気

概が落ちたが，指導者はその理由を理解し，生徒

に自信をつけることに成功した。生徒の素直な

言葉とそれをかえって利用し，指導力を発揮して

いる。この論文はともすれば，平凡な，または厳

しい評価を受けても仕方ないものであった。そ

れを指導力を発揮して，生徒にやる気を奮い起こ

させ，能力を持ち上げることに成功した。これこ

そ教師の教師力である。

私はこの論文から，教師の真剣な努力が生徒の

実力を引き出す例を読ませてもらうことができ

た。気持ちのよい喜びである。

一
和田 稔

ル ー ブリックを用いて段階を踏んだ、

継続的なスピー キング活動の実践

［研究者：鶴田京子】

本研究の特徴は次の点にある。

①「話すこと」の指導にルー ブリックを活用したこと

②指導は「帯活動」を使い，段階的に行ったこと

③「話すこと」の指導を「発表」から「やり取り」へと

，

 







































































































































































































資料2 調査2で用いた多肢選択式問題の例•••…......…•…......…..………………………••…•…• •…• •…•…• •…•…• • • 

（注）0内は選択肢のパラフレー ジング ・ レベルを表す。（実施時には無記載）
※NC= Near Copy, MIR= Minimal Revision, MOR= Moderate Revision, SR= Substantial Revision 
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The traditional way to clean up polluted areas 

1s an inexpensive means to deal with the problem.(MOR) 

can poison human beings and wildlife nearby.(NC) 

does not function in places with dangerous metals. (MIR) 

does not really have a chance at resolving the issue. （正： SR)
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解答

Scientists 

自信度

have realized that bugs carry harmful substances. (SR) 

are researching the relationship between harmful metals and substances. 
(MOR) 
are trying to use plants to solve the problem of earth pollution （正： NC)

have found that plants can release poisonous metals. (MIR) 
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What is one function of plants and trees? 

They utilize metals and substances for growing rapidly. (MOR) 

They absorb metals and chemicals and store them inside. （正： MIR)

They keep small creatures away from polluted areas.(NC) 

They hold waste underground so that it is less harmful. (SR) 
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What is one problem of using plants to clean up polluted earth? 

(5) 

解答

Scientists have not been able to make plants work more quickly.(NC) 

It takes a long time to plant a region with plants and trees.(MIR) 

There is a possibility tlrnt animals will feed the harm和1 plants. （正： MOR)

Forests are seriously harming the environment globally. (SR) 
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Which of the following statements is true? 

Plants are acting as a rapid solution to the pollution problem.(MIR) 

Military conflicts are one of the sources of soil contamination around society. 
（正： SR)
Researchers have created plants that do not harm the ground.(MOR) 

Animals are more effective at removing pollution than plants.(NC) 
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1第30回研究助成

〇実践部門●報告II •英語能力向上をめざす教育実践

CAN-DOリストとCAN-DOCheck Sheetの

導入が高校生英語学習者の自己調整学習と英語力

向上に及ぽす効果

研究者：兵庫県／兵庫県立川酉緑台高等学校 教諭浦：田彩［子▲（申請時：神戸大学附属中学教育学校教諭）

曰 本研究では，4年生（高 1)のコミュニ

ケ ー ション英語Iの授業において，自

律的学習に効果的であると考えられ

るCAN-DOリストと CAN-DO Check Sheetを

導入し，認知・行動・情意面を包括した概念であ

る自己調整学習と英語力の変化を調査した。4年

生全員に自己調整学習に関する質問紙調査を3

回実施し，実践を行ったクラスの生徒（実験群）

とそれ以外の生徒（統制群）の変化を比較した。

その結果実験群の生徒の平均値は統制群の生徒

よりも高くなったことから，CAN-DOリストと

CAN-DO Check Sheetの活用が， 自己調整学

習者の育成に有効であることが検証された。ま

た本実践で使用したCAN-DO Check Sheetや

Reflection Sheetの記述内容や自己評価を分析

したと ころ，生徒 は自分に厳しくなり過小評価

しがちで自己効力 感を失っていく可能性がある

ことも明らかになった。そこからCAN-DOリス

トと CAN-DO Check Sheetを導入する際には，

ただ導入するだけでなく「できる感」を実感させ

る配慮や工夫が必要であるという教育的示唆を

得た。

はじめに

平成25年に「英語教育改革実施計画」が出さ

れたが，週に5~6時間の授業で高校3年間に身に

つけられる英語力には限界がある。生徒がそ こ
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《研究助言者：小池生夫》

で述べられているようなレベルに到達するため

には，教室外でも更には高校卒業後も英語学習

を持続していくような自律した学習者を育成し

ていかなければならない 。生徒の英語の4技能を

向上させつつ 自律した学習者を育成していくた

めに，英語教員は授業改善 と指導力向上が迫ら

れている。

「CAN-DOリスト」は「英語教育改革実施計画」

の中の「小 ・中・高等学校を通じて目標•取り扱う

内容 ・評価を改善」の1項目として盛り込まれ，「英

語を用いて～することができる」という目標設

定(CAN-DOリスト）に対応して4技能を評価す

ることが示された。「CAN-DOリスト」 は「実施

計画」に先立ち公開された『各中・高等学校の外

国語教育における「CAN-DOリスト」の形での

学習到達目標設定のための手引き」（文部科学省，

2013)の中で，その目的を①指導と評価の改善

②4技能の総合的な育成③自律的な学習者の育

成としており，各校でその目的を達成するよう

活用することが求められている。

平成28年度「英語教育実施状況調査」におけ

る「CAN-DOリスト」の中学及び高校での設定

率を見ると，中学校で75.2%，高校で88.1％と次

第にその考え方が浸透してきている様子が分か

る。しかし，公表率は中学校12.0%，高校28.4%,

到達目標達成状況の把握率は中学校34.2%，高

校41.6％にとどまり，その活用はま だ十分と は

言えない 。
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